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点訳広報、声の広報も製作しています新型コロナウイルス感染症の影響で、掲載している内容が変更となっている場合があります

4 5 地域とともにある
学校づくり

8 子どもを中心に据えた
地域づくり

主な記事令和4（2022）年 No.1248

7月1日

46 市制施行
53 竹園小学校、緑台小学校開校
57 中沢中学校開校
63 外国人英語指導助手の採用
元 図書館・子ども科学館開館

3 小・中学校介助員配置開始、児童コミュニティクラブ事業開始
4 中学校4校コンピュータ教室完成 生活科の新設、学校週5日制(毎月第2土曜日休校)

5 教育センター開設 学校教育法施行規則の一部改正（障がい児の通
級指導の充実）

6 東海学級、適応指導教室開設
7 学校週5日制（毎月第2・4土曜日休校）
11 石田小学校開校
13 文部科学省、中央教育審議会発足
14 小学校指導補助員配置開始（翌年には中学校も） 総合的な学習の時間の新設、完全学校週5日制
16 全小・中学校校内LAN開始、教科用図書単独採択への移行

17 小学校第1学年の35人学級編制開始、全小・中学校インターネット光回線接続開始
地教行法＊の改正により学校運営協議会の設置
が可能に

18 小学校第2学年の35人学級編制開始 教育基本法改正
22 第1期教育振興基本計画を策定

24 学校と警察との相互連携に係る協定書の締結、市生涯学習推進指針、市子ども読書活動推進指針の策定 中学校での武道必修化

25 小学校教科担当制等推進事業の開始 いじめ防止対策推進法施行

26 特色ある教育モデル推進事業の開始、いじめ防止基本方針の策定
27 教育大綱を策定

29
学校教育法施行規則の一部改正｢部活動指導員
の制度化｣、地教行法の改正により学校運営協議
会の設置が努力義務に

30 教育大綱を改定、第2期教育振興基本計画を策定 小学校で道徳の教科化(翌年には中学校も)、学
校教育法の一部改正「デジタル教科書の使用可」

元 全小・中学校にエアコン設置 学校教育の情報化の推進に関する法律施行
２ 小学校新学習指導要領全面実施

3 小・中学校におけるタブレット端末の導入、中学校給食を全校実施 中学校新学習指導要領全面実施

＊地方教育行政の組織及び運営に関する法律

人は、生活していく上で多くのことを人は、生活していく上で多くのことを
求められます。決断力や自立心、協調求められます。決断力や自立心、協調
性、規範意識…。どれもが簡単に得られ性、規範意識…。どれもが簡単に得られ
るものではなく、周囲の人々によって大るものではなく、周囲の人々によって大
切に育まれることで、次第に身について切に育まれることで、次第に身について
いくものです。しかし、急激な社会の変いくものです。しかし、急激な社会の変
化に伴い、小・中学生を取り巻く環境は化に伴い、小・中学生を取り巻く環境は
複雑・多様化しています。複雑・多様化しています。
情報通信技術の活用能力の育成や、児情報通信技術の活用能力の育成や、児

童・生徒へのきめ細やかな対応、多様な童・生徒へのきめ細やかな対応、多様な
社会や保護者からの期待・要望への対応社会や保護者からの期待・要望への対応
など、学校に求められる役割は増加の一など、学校に求められる役割は増加の一
途にあります。途にあります。
さらに、子どもたちが生きていくのさらに、子どもたちが生きていくの

は、情報化や少子高齢化、グローバル化は、情報化や少子高齢化、グローバル化
の進展、雇用環境の変化など、激動の時の進展、雇用環境の変化など、激動の時
代です。目の前の課題を解決し、新たな代です。目の前の課題を解決し、新たな
時代を豊かに生きる力を育むには、学校時代を豊かに生きる力を育むには、学校
の努力だけでは限界があります。の努力だけでは限界があります。
一方、地域においても家族形態の変化一方、地域においても家族形態の変化

や価値観・ライフスタイルの多様化などや価値観・ライフスタイルの多様化など
により地域社会における支え合いや、つにより地域社会における支え合いや、つ
ながりが希薄化することにより、地域社ながりが希薄化することにより、地域社
会の停滞や教育力の低下などが危惧され会の停滞や教育力の低下などが危惧され
ています。ています。
教育のあるべき姿｢人づくり｣とは、ま教育のあるべき姿｢人づくり｣とは、ま

さに未来づくりの営み。今号では地域のさに未来づくりの営み。今号では地域の
子どもをどのように育てたいかという子どもをどのように育てたいかという
「育てたい子ども像」や、学校運営の基本「育てたい子ども像」や、学校運営の基本
方針を地域と学校が共有し、その達成に方針を地域と学校が共有し、その達成に
むけて一体となって取り組む、子どもたむけて一体となって取り組む、子どもた
ちの成長を支える仕組みと地域づくりにちの成長を支える仕組みと地域づくりに
ついて4・5面と8面で取り上げます。ついて4・5面と8面で取り上げます。

緑台小学校3年生の皆さん
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投
票
日

　
７
月
10
日（
日
）

投
票
時
間

　
午
前
７
時
～
午
後
８
時

投
票
は
２
種
類
で
す

神
奈
川
県
選
出
議
員
選
挙

　
都
道
府
県
を
単
位
と
し
て
行

わ
れ「
候
補
者
の
氏
名
」を
書
い

て
投
票
し
ま
す
。

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

　
候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た

「
候
補
者
の
氏
名
」、
ま
た
は

「
政
党
名
な
ど
の
名
称･

略
称
」

を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

投
票
で
き
る
人

　
平
成
16
年
７
月
11
日
以
前
に

生
ま
れ
た
日
本
国
民
で
、
令
和

４
年
３
月
21
日
以
前
か
ら
伊
勢

原
市
に
在
住
し
、
住
民
登
録
を

し
て
い
る
人
※
最
近
転
入･

転

出
し
た
人
は
担
当
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

入
場
整
理
券
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
投
票
所
入
場
整
理
券
を
世
帯

主
あ
て
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

入
場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
て
い

る
投
票
所
名
、
案
内
図
を
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。
入
場
整
理
券

が
届
か
な
い
人
や
紛
失
し
た
人

は
、
各
投
票
所
の
係
員
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
立
候
補
者
の
氏
名
や
政
党
な

ど
の
名
称
、
政
見
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
新
聞
を
未
購
読
で

郵
送
を
希
望
す
る
人
は
担
当
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
市
役
所

や
各
公
民
館
な
ど
に
も
置
い
て

あ
り
ま
す
◇
県
選
挙
管
理
委
員

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
選
挙
公

報
や
候
補
者
な
ど
の
情
報
が
公

開
さ
れ
て
い
ま
す

代
理
投
票･

点
字
投
票

　
投
票
用
紙
へ
の
記
載
が
困
難

な
人
や
点
字
で
の
投
票
を
希
望

す
る
人
は
、
投
票
所
の
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど

の
予
定
が
あ
る
人
は
、
事
前
に

投
票
が
で
き
ま
す
。

場
所　
①
市
役
所
３
階
全
員
協

議
会
室
②
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

伊
勢
原
店
５
階
催
事
場（
桜
台

１-

８-

１
）

期
間　
７
月
９
日（
土
）ま
で
※

②
は
７
月
２
日（
土
）か
ら

時
間　
①
午
前
８
時
30
分
～
午

後
８
時
②
午
前
10
時
30
分
～
午

後
８
時
30
分

開
票
速
報

神
奈
川
県
選
出
議
員
選
挙

　
午
後
10
時
ご
ろ
か
ら
30
分
ご

と
に
確
定
ま
で
発
表

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

　
確
定
時
に
発
表

保
険
証
な
ど
を
更
新
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
へ

　
８
月
１
日
か
ら
使
用
し
て
い

た
だ
く
新
し
い
保
険
証
を
７
月

中
に
送
付
し
ま
す
。
記
載
内
容

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
高
齢
受

給
者
証
は
、
70
歳
の
誕
生
日
の

翌
月
か
ら
該
当
し
ま
す
。
１
日

が
誕
生
日
の
人
は
、
そ
の
月
か

ら
該
当
し
ま
す
。

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
へ

　
８
月
か
ら
保
険
証
が
新
し
く

な
り
ま
す
。
７
月
中
に
新
し
い

保
険
証（
桃
色
）を
簡
易
書
留
で

送
付
し
ま
す
。

　
限
度
額
適
用
認
定
証
か
限
度

額
適
用･

標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
を
お
持
ち
で
、
８
月
以
降

も
対
象
と
な
る
人
に
は
、
併
せ

て
新
し
い
認
定
証
を
送
付
し 

ま
す
。

７
月
中
旬
に
納
税
通
知
書
な
ど

を
送
付
し
ま
す

　

令
和
４
年
度
の
第
４
期
以 

降
分
の
国
民
健
康
保
険
税（
本

算
定
）納
税
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
て
い
る
人
に
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
本
算
定
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

主
な
制
度
の
改
正
点

国
民
健
康
保
険
税

賦
課
限
度
額
の
変
更

　
国
民
健
康
保
険
税
の
う
ち
、

医
療
給
付
費
分
が
63
万
円
か
ら

65
万
円
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
が
19
万
円
か
ら
20
万
円
に
な

り
ま
す
※
介
護
納
付
金
分
は
変

更
あ
り
ま
せ
ん

未
就
学
児
に
係
る
均
等
割
額
の

軽
減

　
地
方
税
法
お
よ
び
地
方
税
法

施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

未
就
学
児（
６
歳
に
達
す
る
日

以
後
最
初
の
３
月
31
日
以
前
で

あ
る
被
保
険
者
）の
均
等
割
額

を
５
割
軽
減
し
ま
す
。
軽
減
額

は
、
世
帯
の
軽
減
区
分
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す（
表
参
照
）。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
医
療
給
付
費
の
見
込
み
に
基

づ
き
、
２
年
ご
と
に
保
険
料
率

の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
改

定
後
の
均
等
割
額（
年
額
）は
４

万
３
１
０
０
円
、
所
得
割
率
は

８・
78
％
で
す
。な
お
、賦
課
限 

度
額（
年
額
）は
66
万
円
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
国
民
健
康
保
険
税･

介

護
保
険
料
の
減
免

　
対
象
要
件
を
満
た
す
場
合
、

申
請
す
る
と
保
険
税（
料
）が
減

免
さ
れ
ま
す
※
申
請
に
は
収
入

を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
で
す

対
象
と
な
る
保
険
税（
料
）

　
平
成
31（
令
和
元
）年
度
分
～

令
和
４
年
度
分
で
、
令
和
２
年

２
月
１
日
～
５
年
３
月
31
日
が

納
期
限（
特
別
徴
収
は
対
象
の 

年
金
の
支
払
日
）の
保
険
税（
料
）

国
民
健
康
保
険
税

対
象
世
帯

①
主
た
る
生
計
維
持
者
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
以

下
、
感
染
症
）で
死
亡
、
ま
た

は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯

②
感
染
症
の
影
響
で
主
た
る
生

計
維
持
者
に
収
入
の
減
少
が
見

込
ま
れ
、
次
の
全
て
に
該
当
す

る
世
帯

◇
事
業
、
不
動
産
、
山
林
、
給

与
の
い
ず
れ
か
の
収
入
が
前
年

に
比
べ
て
３
割
以
上
減
少
す
る

見
込
み

◇
前
年
所
得
の
合
計
額
が
１
０

０
０
万
円
以
下

◇
減
少
が
見
込
ま
れ
る
収
入
に

係
る
所
得
以
外
の
前
年
所
得
の

合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下

介
護
保
険
料

対
象
の
被
保
険
者

①
属
す
る
世
帯
の
主
た
る
生
計

維
持
者
が
感
染
症
で
死
亡
、
ま

た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
第

１
号
被
保
険
者

②
感
染
症
の
影
響
で
属
す
る
世

帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
に
収

入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
次
の

全
て
に
該
当
す
る
第
１
号
被
保

険
者

◇
事
業
、
不
動
産
、
山
林
、
給

与
の
い
ず
れ
か
の
収
入
が
前
年

に
比
べ
て
３
割
以
上
減
少
す
る

見
込
み

◇
減
少
が
見
込
ま
れ
る
収
入
に

係
る
所
得
以
外
の
前
年
所
得
の

合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下

保
険
税（
料
）の
減
免
割
合

①
の
世
帯・
被
保
険
者
＝
全
額

免
除

②
の
世
帯・
被
保
険
者
＝
一
部

減
額（
前
年
所
得
の
合
計
額
に

よ
り
異
な
る
）

国
民
健
康
保
険･

後
期
高
齢
者
医 

療
制
度
の
傷
病
手
当
金
を
延
長

　
感
染
症
に
感
染
、
ま
た
は
感

染
が
疑
わ
れ
る
加
入
者
に
対
す

る
手
当
金
の
支
給
対
象
期
間
を

９
月
30
日
ま
で
延
長
し
ま
し
た

※
支
給
要
件
な
ど
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん

国
民
年
金
の
免
除･

猶
予
制
度

　
対
象
要
件
を
満
た
す
場
合
、

申
請
す
る
と
保
険
料
の
納
付
が

免
除（
全
額･

４
分
の
３･

半
額･

４
分
の
１
）ま
た
は
猶
予
さ
れ

ま
す
。
申
請
は
最
大
２
年
１
カ

月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
担
当
か

平
塚
年
金
事
務
所（

22-

１
５

１
５
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
※
失
業
ま
た
は
、
感
染
症

の
影
響
で
一
定
以
上
所
得
が
下

が
っ
た
場
合
は
特
例
あ
り

対
象

◇
免
除
＝
本
人
、
配
偶
者
お
よ

び
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定

基
準
以
下
の
人

◇
猶
予
＝
50
歳
未
満
で
、
本
人

お
よ
び
配
偶
者
の
前
年
所
得
が

一
定
基
準
以
下
の
人

介
護
保
険
料
本
算
定
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

　
今
年
度
の
住
民
税
の
課
税
状

況
に
基
づ
き
計
算
さ
れ
た
納
入

通
知
書
を
７
月
中
旬
に
送
付
し

ま
す
。

10月から小児医療費助成制
度が変わります

マイナポイント第2弾を実施

　医療費助成を通じて子育て世帯の経済的支援を拡充す
るため、10月１日から小児医療費助成制度における未就
学児の所得制限を撤廃します。新たに助成を受けるには
申請が必要です。
対　　象　未就学児の養育者のうち、所得制限により本
制度を利用していない人
申請方法　６月下旬に申請対象の人へ申請書を送付しま
した。７月中に市へ提出してください。９月末
ごろに医療証を交付します※郵送または電子
申請での提出にご協力をお願いします
▪担子育て支援課 94−４6３３

　マイナンバーカードを取得している人を対象に、マイ
ナポイント申請が始まりました。すでに新規取得者向け
マイナポイントを申請済みの人や健康保険証・公金受取
口座を登録済みの人も申請が必要です。詳しくは総務省
ホームページ、または右のQRコードから確認を◇電話
( 94-4711※最初に｢マイナポイントの件｣と
お伝えください)や市役所3階3B会議室でも
手続きのサポートをしています
締め切り　令和5年2月28日(火)
▪担情報政策課 94-4550

○
○
○

マイナポイント事業

〈表〉未就学児に係る均等割額の軽減

軽減
区分

改正前（令和3年度以前） 改正後（令和4年度以降）

医療給付費分
（2万1000円/人）

後期高齢者
支援金分

（7800円/人）
医療給付費分

（2万1000円/人）
後期高齢者
支援金分

（7800円/人）
7割軽減 1万4700円 5460円 1万7850円 6630円
5割軽減 1万　500円 3900円 1万5750円 5850円
2割軽減 　　　4200円 1560円 1万2600円 4680円
軽減なし 0円 1万　500円 3900円
※詳しくは納税通知書に同封するお知らせでご確認ください

第
26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

▪担
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

74-

５
２
７
３

保
険
や
年
金
に
関
す
る

お
知
ら
せ

▪担
保
険
年
金
課

94-

４
７
２
８（
国
民
健
康
保
険
）　
▪担
介
護
高
齢
課

　
　
　
　
　
　
　
94-

４
５
２
１（
後
期
高
齢
）　　
　

94-

４
７
２
２（
介
護
保
険
料
）

　
　
　
　
　
　
　
94-

４
５
２
０（
国
民
年
金
）
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休日夜間急患診療（1次救急）
伊勢原2丁目7-31　伊勢原シティプラザ内

診療所名 区　分 診療受付時間

休日夜間急患診療所
93-5019

内科･小児科･外科

休日
（日曜日･祝日）

 9:00〜11:30
14:00〜16:30

夜間
（休日を含む毎日） 19：30〜22：45

休日歯科診療所
95-3121

休日
（日曜日･祝日）

 9：00〜11：30
13：00〜16：30

※�眼科･耳鼻咽喉科（9：00～16：30）と2次救急の当番医は、
消防署（ 95-2119）へお問い合わせください

かながわ小児救急ダイヤル
045-722-8000　18：00〜翌日8：00（年中無休）

▪担子育て支援課 94-4637

乳幼児健康診査･相談 � 7/5～15実施分
母子健康手帳と健康診査票、バスタオルのほか、
1歳6カ月児健康診査と2歳児歯科健康診査は歯
ブラシ、3歳児健康診査は歯ブラシと視聴覚ア
ンケートをお持ちください▪場伊勢原シティプラ
ザ（お誕生日前健康診査を除く）▪費無料

ごっくん離乳食教室
4～6カ月児の楽しい離乳食の進め方を学ぶ▪時7
月25日（月）午後1時15分～3時（受付は午後1時～）
▪場市役所分室▪定15人（申込順）

項　目 対　　象 日程･受付時間
4カ月児
� 健康診査

令和 4年 2月16日～28日生  7/ 5（火） 12：30〜
　13：30令和 4年 3月 1日～15日生  7/12（火）

7カ月児
� 健康相談

令和 3年11月 1日～15日生  7/ 8（金）  9：15〜
　10：15令和 3年11月16日～30日生  7/15（金）

お誕生日前
� 健康診査

満10カ月～誕生日前日に、指定した医療機
関で受診。受診票は医療機関にあります。

1歳6カ月児
� 健康診査

令和 2年12月16日～31日生  7/ 8（金）

12：30〜
　13：30

令和 3年 1月 1日～15日生  7/15（金）
2歳児歯科
� 健康診査

令和 2年 7月 1日～15日生  7/ 7（木）
令和 2年 7月16日～31日生  7/14（木）

3歳児
� 健康診査

令和元年 6月 1日～15日生  7/ 6（水）
令和元年 6月16日～30日生  7/13（水）

※�休日夜間急患診療所、休日歯科診療所受診後は、
必ずかかりつけ医を受診してください

「かかりつけ医」「かかりつけ歯科医」
「かかりつけ薬局」を持ちましょう

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けてい
る低所得の子育て世帯を支援するため、児童1
人当たり5万円を支給します。
　申請方法など詳しくは、担当か市ホームペー
ジ｢新型コロナウイルス感染症に伴うさまざま
なお知らせ｣でご確認ください。
対　　象
市内在住のひとり親世帯で、次のいずれかに該
当する人
①令和4年4月分の児童扶養手当の支給対象者
②公的年金などを受けており、児童扶養手当の
支給を受けていない人
③新型コロナウイルス感染症の影響で、直近の
収入が児童扶養手当の支給対象となる水準に下
がった人
市内在住のひとり親世帯以外で、次のいずれか
に該当する人
①令和4年4月分の児童手当または特別児童扶養
手当の受給者で、4年度の市･県民税（均等割）が
非課税の人
②令和4年3月31日時点で18歳未満の児童（障が
い児の場合は20歳未満。4年4月～5年2月末まで
に生まれた新生児も対象）の養育者で、次のい
ずれかに該当する人
◆令和4年度の市･県民税（均等割）が非課税の人
※受給者（養育者）の4年度における市･県民税が
未申告の場合は、申告後に申請できます
◆新型コロナウイルス感染症の影響で直近の収
入が減少し、市･県民税（均等割）が非課税相当
の収入になった人
申請期限　令和5年2月28日（火）まで
※①の人は申請の必要はありません。給付金は
6月28日（火）に支給しました。同一児童に対し
て1回しか受け取れません
▪担子育て支援課 94-4633

　本市の多様な景観資源を市民相互で共有し、
市内外に発信する写真展です。身の回りにある
お気に入りの景観を写真に収め、伊勢原のまち
の魅力を伝えてみませんか◇写真展はイトー
ヨーカドー伊勢原店5階催事場で開催します
応募資格
◇小･中学生の部＝小学校4年生～中学生
◇一般の部＝高校生以上の人
応募点数　1人5点まで
応募方法　市役所2階の担当や各公民館などで
配布する応募用紙に記入し、2Lサイズの写真を
添えて郵送（〒259-1188※住所欄の記入は不要）
か電子メール（ keikan.photo@isehara-city.jp
※一般の部のみ）、または直接担当へ提出して
ください。応募用紙は市ホームページ「募集」か
らも入手できます◇市内の小･中学校に通う人
は、各学校に提出してください
締め切り　9月2日（金）※消印有効

低所得の子育て世帯に
生活支援特別給付金

いせはら景観写真展の
作品を募集します

　日本では1日に約200人が心室細動という不整脈によって、突然命を失っています。救命には迅速
な電気ショックが欠かせません。AED（自動体外式除細動器）が開発されたことにより、非医療従
事者でも命を救うことができるようになりました。現場で頼れるのは、医師や救急救命士ではなく
皆さんです。AEDの使い方を今一度確認し、大切な命を守りましょう。
　平成16（2004）年7月1日にAEDの使用が一般市民にも認められたことから、7月1日を｢AEDの日｣
として、命の大切さを再認識するための全国的な市民運動が行われています。市では7月1日～10日
を｢AED普及啓発期間｣とし、講習会や公共施設のAED点検、使用可能登録施設の設置状況確認を
実施しています。

使用可能施設の登録
　現在、市内では約200カ所の施設が速やかにAEDを提供できる場所として
登録されています。該当施設には、右の登録マークが掲示されているほか、
市ホームページ｢防災･消防･救急｣→｢AED｣にもマップを掲載しています。
　AEDを設置していて使用可能施設の登録をしていない場合は、担当にご
連絡ください。
▪担警防救急課 95-9144

オートショックAEDについて
　ショックボタンを押さなくても自動的に電気が流れる機種
があります。今後、全国的に普及することが予想されていま
す。使用する際は説明書をよく確認して操作しましょう。

※救急隊が到着するまで心肺蘇生法とAEDを繰り返すことで、救命率が高まります

AEDの使い方※電源を入れると音声ガイダンスが流れます

あなたの勇気で救える命がある
７月１日～10日はAED普及啓発期間

①ふたを開けて
電源を入れる◇
電源ボタンを押
すタイプもあり
ます

②電極パットを
胸に貼りつける

（位置は電極パッ
トに記載されて
います）

③電気ショック
が必要と判断さ
れるとボタンが
点滅するのでボ
タンを押す

　オートショックAED
にはショックボタンが
ありません。電気ショッ
クが必要な場合は点滅
し、自動的に行います

ワクチンの追加接種（4回目）を実施中
　新型コロナワクチンの追加接種（4回目）を行っています。対象者は次のとおりです◇1〜3回目接
種も引き続き行っています
対　象　3回目接種から少なくとも5カ月以上が経過した①60歳以上の人②18歳～59歳で、基礎疾患
を有する人、その他重症化リスクが高いと医師が認める人
　①の人には、3回目の接種から5カ月以上経過した人から順次接種券を送付していま
す。②の人は、接種券の発行申請が必要です。4回目接種は個別接種と集団接種で実
施します。予約方法など詳しくは接種券に同封している「新型コロナウイルスワクチ
ン 追加（4回目）接種のお知らせ」か市ホームページ「新型コロナウイルス感染症に伴う
さまざまなお知らせ」、または右のQRコードからご覧ください。

新型コロナウイルス関連情報

市ホームページ

市内の患者発生状況　患者数（累計）�5583人※6月24日現在

▪担健康づくり課 92-1117

▪担都市政策課 94-4739
令和3年度の市長賞
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「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
第
47
条
の
5
」に
規
定
す
る
学
校
運
営

協
議
会
を
導
入
し
て
い
る
学
校
の
こ
と
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル（
以
下
C
S
）と
い
い

ま
す
。

中
核
を
担
う
の
は
学
校
運
営
協
議
会
。
法
律

に
基
づ
き
委
嘱
・
任
命
さ
れ
た
保
護
者
や
地
域

住
民
の
代
表
が
委
員
と
な
り
、
学
校
運
営
に
対

し
て
一
定
の
責
任
と
権
限
を
持
っ
て
参
画
し
、

教
育
に
対
す
る
課
題
や
目
標
を
共
有
し
、
熟
議
＊

す
る
こ
と
で
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
学
校
づ

く
り
を
す
す
め
る
合
議
制
の
組
織
で
す
。

学
校
と
地
域
が
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
こ
と
で
、
次
の
よ
う
な

学
校
と
地
域
が
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
こ
と
で
、
次
の
よ
う
な

変
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

変
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
と
地
域
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
協
働
し
、
育
て
た

い
子
ど
も
像
や
学
校
運
営
の
基
本
方
針
を
み
ん
な
で
共
有

す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」か
ら「
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」へ

本
市
で
は
、
平
成
10（
1
9
9
8
）年
告
示

の
学
習
指
導
要
領
に
記
載
さ
れ
た「
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
」、
平
成
14（
2
0
0
2
）年
か

ら
導
入
さ
れ
た
完
全
学
校
週
５
日
制
な
ど
を

き
っ
か
け
に
地
域
連
絡
会
＊
と
い
う
組
織
を

各
学
校
に
設
置
し
、
地
域
と
の
連
携
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
組
織
を
母
体
と
し
、

「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」か
ら「
地
域
と
と

も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」に
一
歩
進
め
る
た

め
に
C
S
を
導
入
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

教
育
は
地
域
全
体
で
行
う
と
い
う
発
想

が
必
要

こ
れ
ま
で
公
立
学
校
は
、
学
校
教
育
の
専

門
家
で
あ
る
教
職
員
が
、
児
童
・
生
徒
へ
の

熱
い
思
い
や
使
命
感
、
責
任

感
か
ら
、
よ
り
よ
い
教
育
を

提
供
す
る
た
め
に
工
夫
を
重

ね
な
が
ら
、
教
育
に
関
わ
る

多
く
の
部
分
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
社
会
も

学
校
も
当
た
り
前
と
し
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
教
職
員
の
働
き

方
改
革
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
や
事

務
処
理
に
追
わ
れ
る
よ
う
な

実
態
が
続
い
て
い
る
た
め
、

児
童
・
生
徒
と
ふ
れ
あ
う

時
間
や
、
授
業
を
構
想
し
、

準
備
す
る
時
間
が
限
ら
れ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
子
ど
も
た
ち
と
の
日
々

の
ふ
れ
あ
い
の
積
み
重
ね
を

通
し
て
行
っ
て
き
た
豊
か
な

心
の
育
成
を
は
じ
め
、
人
格

形
成
の
部
分
に
十
分
に
取
り

組
め
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
業
務
の
効
率
化
も
進
ん

で
い
ま
す
が
、
根
本
的
な
解
決
の
た
め
に
は

学
校
内
の
マ
ン
パ
ワ
ー
の
問
題
や
学
校
が

担
っ
て
き
た
役
割
を
整
理
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。
教
育
は
地
域
全
体
で
行
う
も
の
で

あ
っ
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
責
任
を
も
っ
て

行
う
も
の
と
い
う
認
識
に
転
換
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
予
測
困
難
な
時
代
で
あ
る
現
代

に
お
い
て
は
自
分
自
身
で
考
え
、
実
力
を
発

揮
し
、
社
会
で
生
き
抜
い
て
い
く
力
を
身
に

つ
け
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
な
要
素
に
な

り
、
学
校
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
知
識
や
経

験
、
能
力
が
不
可
欠
で
す
。

そ
こ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
の
考
え

や
判
断
が
学
校
運
営
上
必
要
と
な

り
、
立
場
の
異
な
る
メ
ン
バ
ー
に
よ

り
新
し
い
発
想
や
考
え
を
学
校
教
育

に
吹
き
込
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
C
S

に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
人
々
の
つ
な
が
り
」を「
地
域
づ

く
り
」に
結
び
つ
け
る

伊
勢
原
の
豊
か
な
自
然
や
、
太
古

か
ら
現
代
ま
で
続
く
歴
史
文
化
・
伝

統
は
、
新
た
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き

な
い
貴
重
な
財
産
で
す
。
ま
た
、
何

代
に
も
わ
た
っ
て
生
活
し
て
い
る
人

は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
土
地
か
ら
越
し

て
き
た
人
も
互
い
に
つ
な
が
り
を
持

ち
な
が
ら
顔
の
見
え
る
関
係
を
保
て

て
い
る
こ
と
が
伊
勢
原
の
大
き
な
財

産
で
あ
り
、
強
み
で
す
。

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
も

あ
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
徐
々
に

薄
れ
始
め
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。
全
て
の
人
々
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

は
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
は
欠
か
せ

な
い
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、「
地
域
の
子
ど

も
は
地
域
で
育
て
る
」と
い
う
思
い
を
共
有

し
た
い
。
子
ど
も
を
中
心
に
据
え
て
、
地
域

の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
、
互
い
に
関
わ
り
を

も
ち
な
が
ら
日
々
の
生
活
を
送
る
こ
と
が

「
地
域
づ
く
り
」に
結
び
付
け
ら
れ
れ
ば
。

C
S
は
そ
の
具
体
的
な
取
組
み
の
第
一
歩
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
中
で
子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で
い

く
の
が
、
伊
勢
原
版
C
S
の
醍だ

い
ご
み
醐
味

こ
れ
ま
で
も
市
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、

地
域
連
絡
会
な
ど
に
よ
り
学
校
の
情
報
を
発

信
し
た
り
、
時
に
は
登
下
校
の
見
守
り
活
動

や
学
校
周
辺
の
環
境
整
備
、
稲
作
な
ど
の
体

験
活
動
、
地
域
の
人
々
に
学
校
教
育
の
支
援

を
直
接
行
っ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
き
ま
し

た
。
地
域
に
あ
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
素
材

を
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
提
供
し
て
も
ら
っ

て
い
た
の
で
す

そ
こ
で
、
伊
勢
原
版
C
S
で
は
学
校
運
営

に
つ
い
て
地
域
の
皆
さ
ん
が
一
定
程
度
関
わ

り
を
持
つ
た
め
の
熟
議
の
場
で
は
あ
り
ま
す

が
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
の
教
育
に
携
わ
る

活
動
で
あ
る
地
域
学
校
協
働
活
動
＊
を
進
め

る
た
め
の
機
能
も
併
せ
持
っ
た
組
織
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
の
状
況
を
地
域
に
発
信
し
、
地
域
と

と
も
に
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
る
機
会
が
で

き
る
こ
と
で
、
教
育
へ
の
参
画
の
ハ
ー
ド
ル

が
下
が
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
知
識
や
経
験
、
新
た
な
発
想
を
学
校
教

育
の
中
に
取
り
入
れ
や
す
く
な
っ
た
り
、
こ

れ
ま
で
学
校
が
中
心
に
な
っ
て
行
っ
て
き
た

取
組
み
や
活
動
の
一
部
を
地
域
が
担
っ
た
り

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
多
様
な
考
え

や
場
所
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
、
豊
か
な
人

間
性
の
育
成
に
結
び
付
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

よ
り
よ
い
学
校
教
育
を
通
じ
て

よ
り
よ
い
学
校
教
育
を
通
じ
て

よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
、

よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
、

学
校
と
地
域
が
目
標
を
共
有
し
、

学
校
と
地
域
が
目
標
を
共
有
し
、

未
来
の
創
り
手
を
育
成
す
る
た
め

未
来
の
創
り
手
を
育
成
す
る
た
め

に
必
要
な
資
質・能
力
を
育
む「
社

に
必
要
な
資
質・能
力
を
育
む「
社

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」の
実

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」の
実

現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
相
互
の
連
携
・
協

こ
の
た
め
、
相
互
の
連
携
・
協

働
の
も
と
に
学
校
づ
く
り
と
地
域

働
の
も
と
に
学
校
づ
く
り
と
地
域

づ
く
り
を
進
め
、
一
体
と
な
っ
て

づ
く
り
を
進
め
、
一
体
と
な
っ
て

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
い

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

担
教
育
指
導
課

教
育
指
導
課
7474
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5
2
4
3

5
2
4
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　学校と地域の協力体制が
築かれることで、児童・生
徒指導や防犯、防災などの
面でも課題解決に向けて効
果が期待されます。 教育指導課教育指導課

小小
こ す げこ す げ

菅菅  聡聡
さ と こさ と こ

子子係長係長

校長
学校運営の方針
学校の教育活動など

＊教育委員会から委嘱された、学校と地域住民との連絡調整を行う人のこと

学校運営や必要な支援に関する協議を行う学校運営協議会

など
地域学校協働活動推進員＊
（地域コーディネーター）

地域住民 教職員保護者代表

情報提供

委員の
委嘱・任命

意見

説明説明

承認
意見
承認
意見

情報提供や協議を踏まえた支援活動
（地域学校協働活動）、意見

学校づくり
学校と地域が

一体となって協力

学校と地域が
同じ目標に

向かっていける

積極的な取組積極的な取組積極的な取組積極的な取組

地域づくり

今
年
度
か
ら
、
市
内
の
全
小
・
中
学
校

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル（
以
下
C 

S
）を
導
入
し
ま
す
。

導
入
ま
で
の
経
緯
や
伊
勢
原
な
ら
で
は
の

特
徴
、
期
待
さ
れ
る
役
割
に
つ
い
て
山
口
教

育
長
に
聞
き
ま
し
た
。

児童の夏休み期間中などに大
山こまの回し方を教えていま
す。技に磨きをかけた子どもた
ちは、市内全小学校対抗で行わ
れる「いせはら独

こ ま

楽チャンピオ
ンシップ」に出場し、活躍して
います。
委員の皆さんと建設的な熟議

を重ねながら、子どもたちの明
るい未来をつくる手助けができ
ればと思っています。

 

学
校
運
営
協
議
会
の
主
な
役
割

◆�

校
長
が
作
成
す
る
学
校
運
営
の
基
本
方
針

を
承
認

◆�

学
校
お
よ
び
児
童
生
徒
へ
の
必
要
な
支
援

に
つ
い
て
協
議
を
す
る

◆�

学
校
の
運
営
全
般
に
つ
い
て
、
教
育
委
員

会
ま
た
は
校
長
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る

比々多こま倶楽部 
代表 飯島 大

だいすけ

輔さん
（神戸）

今年度、協議会の一員になりました

他にも色々な効果があります他にも色々な効果があります

み
ん
な
が
当
事
者
意
識
を
持
つ
こ
と
で
、
積
極
的
に
教
育

に
携
わ
れ
る
よ
う
に

◆�

近
所
に
元
気
の
な
い
様
子
の
子
ど
も
が
い
て
も
、
声
を
か

け
に
く
い

◆�

公
共
施
設
で
の
子
ど
も
の
マ
ナ
ー
が
気
に
な
る

◆
積
極
的
な
声
か
け
や
自
ら
指
導
す
る
機
会
が
増
え
る

◆
地
域
が
学
校
と
と
も
に
対
策
を
考
え
る
体
制
に

B
e
f
o
r
e

A
f
t
e
r

双
方
が
顔
の
見
え
る
関
係
に
な
り
、
理
解
と
協
力
を
得
た

学
校
運
営
が
実
現

	

◆��

学
校
が
保
護
者
や
地
域
住
民
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
の

対
応
に
追
わ
れ
て
い
る　
　
　

◆�

学
校
の
現
状
や
方
針
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
地
域
が
学
校

の
応
援
団
に

◆
教
職
員
が
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
が
増
え
る

B
e
f
o
r
e

A
f
t
e
r

学
校
運
営
や
教
育
活
動
へ
参
画
す
る
こ
と
が
生
き
が
い
に

つ
な
が
り
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
体
験
も
充
実

◆�

経
験
を
生
か
し
て
学
校
や
子
ど
も
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い

◆�

地
域
の
人
と
関
わ
る
機
会
が
減
っ
て
き
て
い
る

◆�

地
域
人
材
を
活
用
し
た
学
習
が
単
発
で
終
わ
っ
て
し
ま
う

◆
地
域
の
力
を
生
か
し
た
学
校
運
営
や
教
育
活
動
が
実
現

◆
子
ど
も
を
中
心
に
地
域
が
つ
な
が
り
、
活
動
が
活
発
に

◆�

地
域
の
創
意
工
夫
や
特
性
を
生
か
す
こ
と
で
、
学
校
で
の

学
び
が
よ
り
豊
か
で
広
が
り
を
持
つ

B
e
f
o
r
e

A
f
t
e
r

地域人材を活用し、練習に励む成瀬中学校バレーボール部。写真奥の地域人材を活用し、練習に励む成瀬中学校バレーボール部。写真奥の
大大
おおいえおおいえ

家家光光
こうすけこうすけ

裕裕さん(板戸)が部活動指導協力者としてサポートしていますさん(板戸)が部活動指導協力者としてサポートしています

学校運営協議会の様子

山
やまぐち

口 賢
け ん と

人教育長

＊
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進
と
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
置
さ
れ
た
組
織
。
緑
台
小
学
校
の
よ
う
に
、
以
前

か
ら
類
似
の
会
議（
平
成
6
年
設
置
）を
開
催
し
、
地

域
と
の
連
携
を
図
っ
て
き
た
学
校
も
あ
る
。
ま
た
、

学
校
ご
と
に
会
議
の
名
称
は
異
な
る

＊
地
域
と
学
校
が
相
互
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連

携
・
協
働
し
て
行
う
活
動

＊
多
く
の
当
事
者（
学
校
や
保
護
者
、
地
域
住
民
）に
よ

る
熟
慮
と
議
論
を
重
ね
て
課
題
解
決
を
目
指
す
対
話
。

活
発
な
議
論
に
よ
り
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
考
え
が
生
ま

れ
、
今
後
の
方
針
を
決
め
て
い
く
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る学校運営協議会委員の委嘱式

地域連絡会とコミュニティ・スクールの違い
地域連絡会 コミュニティ・スクール

経　　緯
地域に開かれた学校づくりの推
進と子どもたちの健やかな成長
を図ることを目的として、各校
に設置。

学校運営や必要な支援に関する
協議を行う合議体として、法律
に基づいて設置。

運営主体
地域連絡会委員
◆�各校でメンバーを選定・依頼
◆��ボランティアとして、参加・
出席

学校運営協議会委員
◆市教育委員会が委嘱・任命
◆�特別職の地方公務員の身分を
有する

主な内容

◆��学校経営方針、教育目標、教
育課程等についての説明、意
見交換

◆��学習参観、学校の取組や児童
生徒についての意見交換

◆��学校評価についての意見交換

◆�学校経営方針、教育目標、教
育課程などについての協議及
び承認
◆�学校の取組みや課題などにつ
いて、必要な支援や解決に向
けての協議
◆�学校評価の結果に基づき、今
後に向けた方針などについて
協議

地域人材を活用し、練習に励む成瀬中学校バレーボール部。写真奥の
大
おおいえ

家光
こうすけ

裕さん(板戸)が部活動指導協力者としてサポートしています

春の桜台小学校



▪時日時　▪場場所　▪対対象　▪定定員　▪費費用　▪申申し込み　▪締締め切り
▪問問い合わせ　▪担担当　　 電話番号　 FAX番号　 メールアドレス

※�費用の記載がないものは原則無料です。お問い合わせは各担当へ、郵送は「〒259-1188伊勢原市役所◯◯◯課」で届きます（住所の記入は不要です）
※催しなどの対象は原則、市内在住･在勤･在学の人です

掲 示 板
第1248号　令和4（2022）年7月1日第1248号　令和4（2022）年7月1日 67

7 月 の 相 談 ※費用はすべて無料、★印は要予約

①市民相談室②伊勢原シティプラザ③市役所分室

甲種防火管理新規講習
申し込み方法など詳しくは、問い合
わせ先のホームページから▪時8月24
日（水）･25日（木）の午前9時50分～午
後4時50分（25日は午後3時55分まで）
▪場コミュニティ防災センター（南分
署）▪定60人（申込順）▪費8000円◇受付
期間＝7月12日（火）～19日（火）
▪問日本防火･防災協会 03-6263-9903
▪担消防本部予防課 95-2117

7月～10月に農地パトロールを実
施します
農業委員会では、農地の利用状況を
確認するため、各地区を巡回します。
耕作されていないなどの理由で遊休
農地と判断した場合は所有者などに

「利用意向調査」を、資材置き場や駐
車場などに無許可で転用している場
合は指導を行います。
農地の適正管理を
農地が荒廃すると、病害虫･有害鳥
獣の生息地や不法投棄の温床とな
り、近隣の農地や住環境に悪影響を
及ぼします。定期的に耕したり除草
したりして適正に管理しましょう。
耕作ができない場合は、担当にご相
談ください。
手続きはしっかりと
貸し借りの際や相続を受けたときな
どは手続きが必要です。農地の貸し
借りに関して不安を感じたら、担当
にご相談ください。
▪担農業委員会事務局 74-5293

新型コロナウイルス感染症生活困
窮者自立支援金の申請期限延長
支援金の申請期限が8月31日（水）まで
延長されました。令和4年1月1日以
降は緊急小口資金および総合支援資
金の初回貸付を借り終わった世帯も
対象に追加され、支援金の受給期間
が終了した世帯は、再支給の申請が
できるようになりました。申請期限
延長に伴い、新たに対象となる世帯
には順次申請書を送付します※要件
などを詳しく知りたい場合は、担当
へお問い合わせください
▪担生活福祉課 94-4726

市営プール･小学校プール開放
チャンピオンすずかわプール
人数制限などの感染症対策を行い、
運営内容を変更して実施します▪時7
月9日（土）～8月31日（水）午前9時～正
午、午後1時30分～4時30分※午前･
午後の2部制。7月24日（日）は、大会
開催のため一般利用できません▪定各
回150人程度▪費1回につき高校生以上
100円、小･中学生50円
小学校プール※比々多・桜台小を除く
▪時7月21日（木）〜8月2日（火）※成瀬
小学校は8月25日（木）まで（8月17日
を除く）。小学校3年生以下は保護者
同伴
▪担スポーツ課 94-4632

講座・教室
イベントなど

中栄信用金庫でフードドライブ
SDGsの一環として、食品ロスをな
くすための取り組みです。賞味期限
まで2カ月以上あり、常温保存でき
る未開封の食品をお持ちください。
お寄せいただいた食品はフードバン
クかながわを通じ、子ども食堂など
へ寄付します。提供できる食品など
詳しくは、問い合わせ
先へ電話か右のQRコー
ドから▪時8月31日（水）ま
での平日午前9時〜午
後3時▪場中栄信用金庫
の各店舗
▪問中栄信用金庫業務部 81-1852
▪担環境美化センター 94-7502

市内中学校演劇発表会
4校の演劇部が練習の成果を発表▪時7
月28日（木）午後1時～4時▪場市民文化
会館大ホール◇入場自由
▪担教育指導課 74-5243

公用車両の有料広告を募集します
市内を巡回する公用車両に広告を掲
載しませんか◇規格＝縦50cm以内×
横70cm以内◇対象車両＝①軽自動
車13台②清掃車両8台（いずれも申込
多数の場合は抽選）◇貼付場所＝①
左右側面ドア（1台1枠）②左右側面 

（1台2枠）◇掲載期間＝10月から1年間
◇広告料＝年額1万円（1枠当たり）▪申
各担当で配布する申込書に記入し、
直接担当へ
※書類は市
ホームペー
ジ｢募集｣か
らも入手で
きます▪締7月
29日（金）
▪担①管財契約検査課（市役所3階）
　 94-5020
　②環境美化センター 94-7502

7月は社会を明るくする運動強調
月間･再犯防止啓発月間
全ての国民が、犯罪や非行の防止と
罪を犯した人たちの更生について理
解を深め、犯罪や非行のない地域社
会を築くための全国的な運動です。
安全で安心な暮らしを実現するため
今何が求められているか、自分には
何ができるのか考えてみませんか。
▪担福祉総務課 94-4718

利用基準や休館日を変更している場合があります。詳しくは各施設へ。 ●市内の交通事故件数●

伊勢原警察署調べ （　）内は前年比

固定資産税･都市計画税･･･ 2期分
国民健康保険税･･････････ 4期分
介護保険料･･････････････ 4期分
後期高齢者医療保険料････ 1期分

●納期のお知らせ●7/1〜31

納期限 8月1日（月）図書館 7/4･6･11･19･25
子ども科学館 7/4･6･11･19･25
市民文化会館 7/4･11･19･25
公民館 7/4･11･18･25 ※中央公民館は7/4･11は開館

※大田公民館は7/4は開館
市体育館 7/4･11･25
いせはらサンシャイン・スタジアム 7/4･11･25
武道館 7/4･11･25
行政センター体育館・弓道場 7/11･25 ※体育館は9/30まで一般利用を休止

2022サマーコンサート
昭和音楽大学、東海大学と市内の公
立学校によるブラスの響

きょう

宴
えん

▪時7月10日
（日）午後1時～▪場市民文化会館大ホー
ル▪費1800円（高校生以下800円、前売
りは1500円、高校生以下500円、全
席自由）◇チケットは担当窓口や駅
ナカクルリンハウスなどで発売中
▪担市民文化会館 92-2300

生きづらさを抱える人のコロナ禍
での「働く」とは
「コロナ禍での影響や一般就労まで
の道のり」をテーマに精神疾患など、
生きづらさを抱える人が話します◇
手話通訳あり▪時7月9日（土）午後2時～
4時30分▪場いせはら市民活動サポート
センター▪定20人（申込順）※オンライ
ン（Zoom）でも実施、詳しくは問い
合わせ先へ▪申氏名、電話番号、参加
人数、参加方法（会場、またはオンラ
イン）を明記し、電子メー
ル、または電話で問い合
わせ先へ※右のQRコード
からも申し込みできます
▪問ばたふらい 070-6669-7712

butterfly.a.g.t@gmail.com
▪担障がい福祉課 94-4721

ダイヤビックインストラクター養
成講座
介護予防教室などで活動する、高齢
者エアロビクスの指導者を養成▪時8月
31日～11月9日の毎週水曜日（10月19
日･26日、11月2日を除く）の全8回、
午後1時～4時▪場中央公民館▪対市内在
住の人10人（申込順）▪締8月5日（金）
▪担介護高齢課 94-4725

市民のための大学教養講座
①トマト栽培をもっと楽しく②老化･
腸内細菌･生活習慣をテーマに東京
農業大学教授が講演▪時①7月29日（金）
②8月2日（火）の午前10時～11時30分
▪場中央公民館▪定30人（申込順）▪申7月1
日（金）午前9時から電話か直接担当へ
▪担中央公民館 93-7500

エアロビクス教室
誰でも気軽に参加できます。詳しく
は担当のホームページで確認を▪時7
月～9月の毎週火･金曜日（8月16日を
除く）午前10時30分～11時30分▪場市体
育館▪対高校生以上の人50人（先着順）
▪費1回300円
▪担“元気な伊勢原づくり”共同事業体
92-3536

92-3500

図書館ミニギャラリー
水
す い

鈴
れ い

会
か い

▪時7月14日（木）まで

伊勢原市立図書館朗読会
山
や ま

本
も と

一
い ち

力
り き

「落語小説集 芝
浜」ほか▪時7月24日（日）午
後2時～3時30分▪定20人（申
込順）▪申電話か右のQR
コードから

野の会による視覚障がい者向け対
面朗読サービス
希望する人は電話で申し込みを。

おはなし会
おはなしばる～ん（乳幼児向け）
▪時7月29日（金）午前11時～11時30分
▪定20人（申込順）
なないろらんぷ（年長児以上）
▪時7月30日（土）午前11時～11時30分
▪定20人（申込順）

夏の読書啓発事業
図書館員体験
▪時7月27日（水）･28日（木）、8月4日（木）･ 
18日（木）午前9時～正午▪対市内在住・
在学の小学校3年生以上の人各日6人
おりがみお兄さんのおりがみ教室
▪時7月28日（木）午後1時30分～3時▪対
保護者と子ども8組（1組3人まで）

92-3600

一部予約制で、人数制限あり。詳し
くは施設かホームページで確認を。

大人 小•中
学生

4歳以上
小学生未満 4歳未満

入館料 300円 100円 無料
無料

観覧料 500円 200円 200円
※入館料は展示室利用料、観覧料はプラネタリ
ウム利用料です
☆印は入館料･観覧料がかかりません

夏休み期間（7/21〜8/31）の休館日
について
月曜日と祝日の翌日は休館します。

7月18日（月）まで
土･日曜日、祝日 10：30◎/13：30□/

15：30○

プラネタリウム投影番組
7月21日から新番組「ダイナソーアー
ト 恐竜絵師が描く復元画の世界」の
投影が始まります。

7月21日（木）〜8月14日（日）
土･日曜日、祝日 10：30○/13：30△/

15：30◎
火〜木曜日 13：30△/15：30◎
◎＝�親子･一般向け番組「オトッペのウキウキオ

トペタリウム 星座に音をつけようYO!」
□＝�親子･一般向け番組「いきもの目線 動物ぐ

るり!超接近」
○＝�親子･一般向け番組「ぼのぼの 宇宙から来

たともだち」
△＝�親子･一般向け番組「ダイナソーアート 恐

竜絵師が描く復元画の世界」

たぬき先生の自由研究相談室
夏休み前にアドバイス▪時7月2日（土）～
18日（月）の土･日曜日・祝日の午前11
時～正午、午後1時〜2時（10日・18日
は午後のみ）

天体観察会「クーデの日」☆
望遠鏡で惑星などを観察▪時7月8日

（金）①午後7時30分～8時②午後8時～
8時30分▪定各回2組（1組5人まで、申込
多数の場合は抽選）▪申7月6日（水）午前
9時～午後5時に電話で※中学生以下
は保護者同伴。雨天･曇天時は中止

　新型コロナウイルス感染症の影響
で、催しなどを中止や延期する場合
があります。詳しくは各担当か市
ホームページ「新型コロナウイルス
感染症に伴うさまざまなお知らせ」
でご確認ください。
　イベントなどに参加する際は、検
温やマスク着用、手洗いなどの予防
対策にご協力ください。

市指定の避難所の位置や開設状況、混雑状況が確認
できます。右のQRコードを読み込み、いつでもアク
セスできるようにお気に入り登録しておきましょう

避難所混雑情報
システム

5月 1~5月
発　　生 22 93（− 3）
死　　者  0  0（− 1）
負傷者計 26 107（± 0）

内
訳

重傷  0  1（− 1）
軽傷 26 106（+ 1）

会場 相　　談 日　時 担　当

①

税務相談★ 19日（火）13：00～16：00

人権･広聴相談課
94-4717

法律相談★
（予約は相談日の週初めから）

 8日（金）･15日（金）･22日（金）･ 
29日（金）13：00～16：00

行政相談★ 20日（水）13：30～16：00
不動産相談★ 21日（木）13：30～16：00
司法書士相談★ 14日（木）13：00～16：00

行政書士相談★ 11日（月）･25日（月）
13：30～16：00

社会保険労務士相談★ 13日（水）13：30～16：00
人権相談★ 26日（火）13：30～16：00 94-4716

消費生活相談 月～金曜日9：30～12：00、
13：00～16：00

消費生活センター
95-3500

マンション管理相談★
▪締22日（金） 27日（水）13：00～16：00 建築住宅課 94-4782

②
成年後見などの行政書士相談★ 13日（水）13：00～15：00

成年後見･権利擁護推
進センター 94-9600高齢者･障がい者などの法律

相談★ 20日（水）16：00～18：00

③ 精神保健福祉・認知症相談★  1日（金）13：30～16：30
平塚保健福祉事務所
秦野センター
保健予防課 82-1428

■主な施設の休館日

実施概要

専用フォーム

電子申請ページ

電話番号のおかけまちがいにご注意ください
新型コロナウイルス感染症の影響で、イベン
トなどが中止となっている場合があります

●● 会 員 募 集 ●●

●伊勢原ESS（英会話）
ネイティブの講師と英語を学ぶ◇見
学自由▪時毎週水曜日午前9時30分～
11時30分▪場中央公民館▪費月2500円
▪問志村 93-4809
●自

じ

彊
きょう

術
じゅつ

ステイヤング
100年前に生まれた健康体操で身心
ともにリフレッシュ▪時毎週金曜日午
前10時〜11時30分▪場中央公民館▪費月
2000円
▪問中山 92-6909

●● イ ベ ン ト ●●

●子どもフラダンス体験会
ハワイの音楽で踊る、子どもフラダ
ンス体験会▪時7月27日、8月3日･17日･ 
24日の毎回水曜日、全4回午後3時30
分～4時30分▪場中央公民館ほか▪対幼
稚園児～小学生20人（申込順）
▪問プルメリア（ケイキ）伊勢原･平井

090-9517-2034
●いせはら護身術教室
合気道の気と技を体験し、基本を学
ぶ▪時7月30日（土）午前10時30分～正午
▪場中央公民館▪対小学生以上の人20人

（申込順）▪申電子メールか電話で
▪問合気普及会･山田 090-7262-7282

aikido@docomo.ne.jp

●太田道灌公史跡巡り
市内史跡巡りと道灌公の命日供養◇
伊勢原手作り甲冑隊も参加▪時7月26
日（火）午前8時45分～午後2時◇集
合＝伊勢原駅北口▪費400円▪定30人（申
込順）▪申電話かFAXで※雨天中止、
交通費実費
▪問いせはら観光ボランティアガイド
＆ウオーク協会･鳥海 94-6188
●ジュニアチャレンジカップ大会
（テニス）
シングルスの試合を通してマナーや
ルールを学ぶ。詳しくは伊勢原市テ
ニス協会ホームページで▪時8月9日
（火）午前8時～午後4時◇予備日17日
（水）▪場市ノ坪公園テニスコート▪対市
内在住･在学か市内クラブ･スクール
在籍の小･中学生▪費1000円▪申電子
メールで
▪問橋田 080-1099-9566

isehara_t_1979@yahoo.co.jp
●市民ゴルフ大会
▪時9月11日（日）◇競技方法＝18スト
ロークプレー（新ぺリア方式）▪場伊勢
原カントリークラブ▪対市内在住･在勤
の人180人（申込順）▪費セルフ1万1000
円（税、食事代含む）▪申往復ハガキに
住所、氏名（ふりがな）、性別、生年
月日、電話番号、勤務先を明記し、
市民ゴルフ大会実行委員会（〒259-
1102子易132伊勢原カントリークラ
ブ内）へ※ハガキ1枚につき1人また
は1組▪締7月22日（金）
▪問事務局 95-3095
みんなの伝言に掲載を希望する人
は、掲載希望号発行日の2カ月前
から1カ月前までに書面で広報戦
略課へ。先着順に受け付けます。

清掃車両の広告貼付位置

夏 休 み の イ ベ ン ト
　▪場の記載がない場合は が会場です。比々多公民館は7月1日（金）
の午前9時から電話か直接担当へお申し込みください。

青少年課 94-4647
夏季子どもふれあい教室
児童館指導員による、作って遊べ
る工作教室※駐車場はありません

日　時 児童館名▪場 内　容
7/ 2（土）
10：00～11：30 板戸

うちわを
作ろう7/ 3（日）

10：00～11：00、
13：00～16：00

高森台
▪定20人
（先着順）

7/ 9（土）
10：30～11：30 七

し
五
め
三
ひ
引
き

スライム
7/20（水）
13：30～15：30 つきみの チョークと

黒板作り
7/20（水）
14：00～16：00 沼目 ぶんぶん

ごま
7/21（木）
13：30～15：30 大原 紙コップの

けん玉
7/27（水）
13：00～15：00 藤野 くるくる

ちょうちん
警防救急課 95-9144

あつまれ 夏の子ども消防･救急体
験フェア2022
AED使用方法や心肺そ生法体験
のほか、消防･救急車両展示や乗
車、消防士変身体験など▪時7月2日

（土）午前10時30分～午後2時30分
※雨天中止▪場総合運動公園
親子救命講習会
救命講習のほか、はしご車に乗っ
たり放水体験をしたりします▪時7
月28日（木）･30日（土）午
前9時～正午▪場コミュ
ニティー防災センター

（南分署）▪対市内在住の
小学生と保護者各日15
組（申込順、保護者1人
につき子ども2人まで）
▪申右のQRコードから

商工観光課 94-4732
伊勢原のものづくり拠点を探検
伊勢原工業団地協同組合の創立50
周年記念事業として工場見学を実
施▪時8月3日（水）午前9時30分～午
後3時30分▪場鈴川会館▪対小学校3年
生～中学生50人（申込多数の場合
は抽選。小学生は保護者同伴）▪申
住所、氏名、年齢、学校名と学年、
保護者氏名、年齢、電話番号を明
記し電子メールで問い合わせ先へ
▪締7月8日（金）
▪問伊勢原工業団地組合 94-8085

isedan_kumiai@etude.ocn.ne.jp

子ども科学館 92-3600
夏休み自由研究相談室
小･中学校の先生や初代館長のた
ぬき先生が自由研究の相談を受け
ます◇館内の器具使用可。家庭で
用意できる材料･道具はご持参を
▪時7月21日（木）〜8月21日（日）※申
込不要、休館日を除く
電子顕微鏡教室「けんびきょうの不
思議」
最新の電子顕微鏡でミクロの世界
を覗く▪時7月26日（火）午後1時～3
時▪対小学校4年生～中学生8人（申
込順）※入館料がかかります
科学工作教室「プチロボで競走し
よう 伊勢原大会」
オリジナルの四輪駆動ロボを作り
競う。詳しくは問い合わせ先へ▪時
8月10日（水）午前10時～午後4時▪対
小学校3～6年生16人（申込多数の
場合は抽選）▪費1350円▪申往復ハガ
キにイベント名、イベント日時、
住所、氏名（ふりがな）、学校名･
学年、電話番号を明記し、7月7日

（木）～21日（木）に問い合わせ先（〒 
243-0018厚木市中町4-16-21プロ
ミティあつぎビル2階）へ
▪問県立青少年センター科学部
046-222-6371

比々多公民館 92-6961
比々多公民館講座「親子自然ふれ
あい教室」
相模湖遊覧船に乗ったり、川遊び
や竹細工の工作体験などを行う▪時8
月1日（月）午前8時30分～午後5時▪場
旧藤野町（相模原市緑区）など◇集
合＝国道246号西河内交差点南側
奥▪対市内在住･在学の親子14組28
人（申込順）※昼食持参

�チャンピオンすずかわパーク
屋外プール 95-1907

夏休み水泳教室
初心者や経験者でも気軽に参加で
きます▪時8月8日（月）～12日（金）の
全5回①午前9時～10時②午前10時
30分～11時30分▪対①小学校3･4年
生②小学校5･6年生各20人（申込
順）▪費1500円▪申7月11日（月）から直
接プール窓口へ

7月28日

7月30日

神奈川県



『いせはら　くらし安心メール』の登録 
は右のQRコードか市ホームページから 
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が

委
託
し
て
、
運
営
し
て
い
ま
す
。

「
放
課
後
に
学
習
の
場
を
」と
い

う
保
護
者
の
願
い
を
受
け
、
平
成

29（
2
0
1
7
）年
に
比
々
多
小
学

校
の
校
長
だ
っ
た
山や

ま
ぐ
ち口
賢け

ん
と人
さ
ん

（
現
在
の
教
育
長
、５
面
）と「
放
課

後
自
習
教
室
」を
開
設
し
ま
し
た
。

同
時
期
に
放
課
後
子
ど
も
教
室

事
業
が
始
ま
り
、「
未
来
っ
子
ク

ラ
ブ（
ひ
び
た
教
室
）」と
改
名
し

た
後
、
効
率
化
や
地
域
主
体
に
よ

る
事
業
の
実
施
を
目
指
し
、
現
在

の
形
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
ほ
と
ん
ど
が
地
元

の
元
教
職
員
や
塾
講
師
で
、
懇
切

丁
寧
に
勉
強
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
る
ほ
か
、
月
１
回
程
度
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
比
々
多
こ
ま

倶
楽
部
が
大
山
こ
ま
の
投
げ
方
を

教
え
る
な
ど
地
域
の
方
が
そ
れ
ぞ

れ
の
特
技
を
持
ち
寄
り
、
開
催
し

て
い
ま
す
。

念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
子
ど

も
の「
居
場
所
づ
く
り
」。
ひ
び
た

教
室
で
は
、
ま
ず
30
分
の
学
習
時

間
で
宿
題
や
予
習
・
復
習
を
し
た

後
、
工
作
や
読
書
な
ど
好
き
な
こ

と
を
し
て
遊
び
ま
す
。
何
で
遊
ぶ

か
は
、
子
ど
も
の
主
体
性
に
任
せ

て
い
ま
す
。

参
加
し
て
い
る
児
童
が
高
学
年

に
な
っ
た
と
き
、
私
た
ち
が
教
え

た
こ
と
を
低
学
年
の
子
に
自
然
に

伝
え
て
い
る
光
景
を
見
る
と
感
慨

深
い
で
す
ね
。
児
童
と
触
れ
合
う

こ
と
で
、
ス
タ
ッ
フ
や
私
自
身
も

活
力
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

7/11～20 夏の交通事故防止運動
～安全は 心と時間の ゆとりから～
夏はレジャーなどによる過労運転や
特有の解放感による無謀運転などが原
因で交通事故が多発します。
市民一人一人が交通安全について考
え、交通ルールの順守とマナーの向上
に取り組みましょう。また、例年夏休
み期間は自転車による事故も多く発生
しています。子ど
も同士の外出が増
える時季、家族で
声かけや交通ルー
ルの再確認、そし
て地域全体で子どもたちを見守り、事
故を防ぎましょう。
市民協働課 94-4715

　周囲の人々に温かく見守られ、サ
ポートを受けることで、児童・生徒は
健やかに成長していきます。
7月は青少年の非行・被害防止全国強
調月間
　学校や勉強から解放されて、子ども
たちの気が緩みがちな夏休みは、非行
の兆しが出やすい時季です。また、
「新しい生活様式」がスマートフォンや
SNSをより身近なものとし、青少年が
インターネットを通
じて犯罪被害やトラ
ブルなどに巻き込ま
れるケースが増えて
います。中でも児童
の被害増加は全国的に深刻です。
　大切な子どもたちを非行・被害から
守るために、家庭や学校だけでなく、
地域一体となって次のようなことに取
り組んでいきましょう。
◆�家庭内でスマートフォンやインター
ネットの利用についてルールを決める
◆フィルタリング機能を活用する
◆�夜遅くに子どもだけで外出させない
◆�いつもと違うと感じたら声をかける
※強調月間については、市ホームペー
ジ「子育て・教育」→
「青少年相談」にも掲載
しています◇右のQR
コードからもご覧にな
れます
ご利用ください　青少年相談
　青少年本人および保護者からの相談
を受けています。気になることがあっ
たらいつでも連絡してください。
ヤングテレホン （本人用） 96-0800
青少年相談 （家族から） 94-1030
受付時間　�平日の午前9時～午後5時

（年末年始を除く）
メール相談 � young-soudan@iseha�

ra-city.jp
受付時間　24時間受付※回答に時間
がかかる場合があります
青少年課 94-4647

高
部
屋
小
学
校
の
児
童
が
耕
作

放
棄
地
＊
を
花
畑
に
変
え
る
総
合

学
習
を
行
い
ま
し
た
。
い
せ
は
ら

地
ミ
ル
ク
を
手
が
け
る
伊
勢
原
産

牛
乳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
荒

井
さ
ん
と
市
内
の
酪
農
家
の
皆
さ
ん

が
、
S
D
G
s（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）の
ゴ
ー
ル
11「
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」を
学
ぶ
た

め
、
昨
年
の
11
月
に
菜
の
花
の
種

を
ま
き
、
4
月
に
は
育
っ
た
花
の

観
察
や
花
摘
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

酪
農
家
は
効
率
的
に
農
地
を
耕

作
で
き
る
大
型
の
農
機
具
を
所
有

し
て
い
る
た
め
、
農
業
の
担
い
手

不
足
な
ど
が
原
因
で
耕
作
で
き
な

く
な
っ
た
農
地
の
所
有
者
か
ら
農

地
の
管
理
な
ど
に
つ
い
て
依
頼
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
牛
を
育

て
る
以
外
の
仕
事
も
酪
農
家
に
は

あ
る
と
い
う
こ
と
や
、
飼
料
づ
く

り
な
ど
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
な
れ
ば
と

思
い
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

行
い
ま
し
た
。

た
だ
し
、農
地
を
耕
す
だ
け
で
な

く
、美
し
い
景
観
づ
く
り
に
も
つ
な

げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

ま
い
た
種
が
自
分
の
身
長
よ
り
も

大
き
く
育
っ
て
い
る
菜
の
花
を
見

て
驚
い
て
い
る
子
も
お
り
、
う
れ

し
そ
う
な
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

年
末
年
始
や
年
度
末
な
ど
は
学

校
給
食
向
け
の
需
要
が
な
く
な
る

こ
と
な
ど
が
影
響
し
、
牛
乳
の
消

費
量
は
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

う
し
た
事
態
を
少
し
で
も
和
ら
げ

る
た
め
、
児
童
の
皆
さ
ん
に
は
酪

農
業
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
牛
乳

を
自
宅
で
消
費
す
る
機
会
を
増
や

し
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す

ね
。
体
の
発
達
に
重
要
な
栄
養
素

で
あ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
を
手
軽
に
取

れ
ま
す
よ
。

　
2
月
7
日
、
大
田
小
学
校
の
３

年
生
が
食
育
授
業
の
一
環
と
し
て

学
校
近
く
の
畑
で
麦
踏
み
＊
を
体

験
し
ま
し
た
。
市
内
で
小
麦
を
栽

培
す
る
農
家
や
製
粉
す
る
会
社
、

パ
ン
屋
が
協
力
し
、
始
め
た
食
育

活
動
団
体「
麦
踏
み
塾
」の
協
力
の

も
と
平
成
29（
2
0
1
7
）年
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
種
ま
き

か
ら
麦
踏
み
、
収
穫
ま
で
の
一
連

の
作
業
を
学
習
し
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
、
農
業
や
パ
ン
作
り

に
は
全
く
の
素
人
で
し
た
。
38
歳

で
心
筋
梗
塞
で
倒
れ
て
か
ら
半
年

間
会
社
を
休
ん
だ
の
を
き
っ
か
け

に
、
健
康
維
持
の
た
め
、
ブ
ノ
ワ

ト
ン
と
い
う
板
戸
に
あ
る
パ
ン
屋

さ
ん（
当
時
の
店
主
・
高た

か
は
し橋
幸ゆ

き
お夫
さ

ん
の
意
志
を
継
い
だ
現
在
の
ム
ー

ル 

ア
・
ラ 

ム
ー
ル
）に
歩
い
て

通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高
橋

さ
ん
か
ら「
パ
ン
職
人
に
な
る
子

が
伊
勢
原
か
ら
育
っ
て
い
く
と
い

い
ね
」と
い
う
お
話
が
あ
っ
た
の

が
こ
の
活
動
の
原
点
で
す
。

本
格
的
に
大
田
小
学
校
で
作
業

体
験
を
始
め
た
の
は
、
今
の
中
学

校
1
年
生
が
小
学
校
３
年
生
だ
っ

た
頃
で
す
ね
。
学
校
の
周
り
に
畑

が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
と
担
任
の

先
生
の
ご
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
が

大
き
な
後
押
し
に
な
り
ま
し
た
。

市
内
で
は
令
和
元（
２
０
１
９
）

年
時
点
で
年
間
約
18
ト
ン
の
小
麦

が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
県
内
第
3

位
の
出
荷
量
を
誇
り
ま
す
。
そ
れ

を
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら

い
、
自
分
が
育
っ
た
場
所
で
、
農

家
が
一
生
懸
命
に
小
麦
を
収
穫
、

粉
に
な
っ
た
も
の
を
丁
寧
に
練
り

あ
げ
る
こ
と
で
パ
ン
と
い
う
製
品

が
作
ら
れ
、
私
た
ち
の
食
卓
に
並

ん
で
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
大

人
に
な
っ
た
時
に
思
い
出
し
て
も

ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

市ホームページ

保
護
者
や
市
民
団
体
な
ど
幅
広
い
人
々
の
参
画
を
得
て
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
学
び

や
成
長
を
支
え
る
こ
と
は
、
学
校
を
核
に
し
た
地
域
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

地
域
で
次
世
代
を
担
う
若
き
力
を
育
て
る
手
助
け
を
し
て
い
る
人
々
に
、
活
動
の
内
容
と
や

り
が
い
を
感
じ
る
瞬
間
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

麦踏み塾 事務局長
田
た ぞ う

雑 峯
みねいち

一さん
（78歳）

荒井牧場
荒
あ ら い

井 新
し ん ご

吾さん
（西富岡、 61歳）

未来っ子パートナー
代表 熊

くまがい

谷 吉
よしあき

祥さん
（串橋、75歳）

楽
し
み
を
共
有
し
な
が
ら
、

楽
し
み
を
共
有
し
な
が
ら
、

��

未
来
に
つ
な
げ
る
パ
ー
ト
ナ
ー

未
来
に
つ
な
げ
る
パ
ー
ト
ナ
ー

牛
を
育
て
な
が
ら
農
地
を
守
る
。

牛
を
育
て
な
が
ら
農
地
を
守
る
。

��

酪
農
家
の
お
仕
事
を
体
験

酪
農
家
の
お
仕
事
を
体
験

＊
農
作
物
が
1
年
以
上
作
付
け
さ
れ

ず
、
農
家
が
数
年
の
内
に
作
付
け
す

る
予
定
が
な
い
田
畑
や
果
樹
園

おりがみ工作は児童に大人気

力いっぱい麦を踏みしめる様子

＊
早
春
に
麦
の
根
を
踏
む
こ
と
で
、

根
張
り
を
強
く
す
る
作
業

一
緒
に
小
麦
を
育
て
る
こ
と
で
、

一
緒
に
小
麦
を
育
て
る
こ
と
で
、

��

児
童
に
食
育
体
験
を
提
供

児
童
に
食
育
体
験
を
提
供

6年生の児童67人が菜の花を観察


